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2012年 2月 14日 

株式会社日立製作所 

 

スマートフォン、TV、PC に対応した 

マルチスクリーン映像配信ソリューション｢Videonet.tv シリーズ｣を販売開始 

各端末に対応したオンデマンド配信、ポータルページの自動生成、端末間の視聴連携等の機能を拡充 

 

 

 

株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)は、映像配信サービスを提供・利用する

企業向けに、スマートフォンやネット TV(*1)、PCなどに対応した機能を拡充したマルチスクリーン映像配

信ソリューション｢Videonet.tvシリーズ｣を 2月 15日から販売開始します。 

 

日立は、2006年からネットTV向け映像配信サーバシステム｢Videonet.tv｣を提供してきました。今回、

ネットTVのほかに、新たにスマートフォンやPCを追加し、これらに向けた動画・画像のオンデマンド配

信、スマートフォン、TV、PCの種類に応じたポータルぺージ(入口となるWebページ)の自動生成、ブッ

クマークやポータルページの共有による視聴連携等の機能を拡充しました。 

 

日立は本ソリューションを、映像配信サービス事業者や映像配信プラットフォームを提供するクラウド

サービス/ASP事業者、およびビジネス用途で映像配信を利用する企業向けに、ソフトウェアパッケージ

として提供し、迅速かつ容易な映像配信システムの構築、運営を支援します。 

これにより、映像配信サービスの利用者は用途や状況に応じて、スマートフォン、TV、PC などを自由

に選択することができ、時間や場所の制約を受けることなくオンデマンド配信による映像を視聴すること

が可能になります。 

 

*1 ネットTV：デジタルテレビ情報化研究会仕様に準拠したストリーミングを受信可能なデジタルテレビ。Webブラウザを搭載し、映像配信サービ

スを受信することが可能。 
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2011 年 7 月の地上テレビ放送のデジタル放送への移行に伴い、ネット TV 機能が標準搭載された

TV が急速に普及してきています。また、ネットワークを介した動画・画像の利用は、スマートフォンの急

速な普及の影響もあり、家庭内だけでなくビジネスの現場でも増えつつあります。 

しかし、従来の映像配信サービスでは、使用可能な受信端末の種類やメーカーなどが限定されること

が多く、利用者からは、受信端末に関わらず利用可能な映像配信サービスが求められていました。一方、

サービス提供者にとっては、受信端末に対応した形式の映像を個々に準備したり、各端末ごとにポータ

ルページを作成する必要があるなど、サービス運用上の負荷が大きくなるという課題がありました。 

 

こうした中、日立は、利用者のニーズに対応したマルチスクリーン映像配信ソリューション

｢Videonet.tvシリーズ｣を販売開始します。 

 

■「Videonet.tv シリーズ」の特長 

1. スマートフォン、TV、PCに対応した映像配信 

スマートフォン、TV、PC に対して、ストリーミングによるオンデマンド配信を行います。プログレッシ

ブ・ダウンロード配信(*2)に比べ、必要のない動画データをダウンロードしないためネットワーク回線を

効率よく使用することができます。 

また、TV、PC に対してはデジタルテレビ情報化研究会(*3) HTTP ストリーミング仕様に準拠した高

速なストリーミング配信が可能です。そして、スマートフォンに対しては、端末のアクセス回線の速度に

応じて、最適な配信帯域を選択可能なアダプティブ・ストリーミング(*4)配信をサポートしています。 

 

*2 プログレッシブ・ダウンロード配信：動画データをダウンロードしながら再生することが可能な配信方式。再生後も受信端末に動画データが保

存される。 
*3 デジタルテレビ情報化研究会：通信サービスに対応したテレビが持つべき機能の検討を行う研究会。 

デジタルテレビ情報化研究会 URL: http://nw-dtv.jp/ 

*4 アダプティブ・ストリーミング：複数の異なる配信速度の映像から、受信端末より使用可能な回線帯域に応じた映像を自動的に選択して受信

する方式。 

  

2. 簡単操作によるポータルページの自動生成 

コンテンツ管理者が、映像コンテンツを配信サーバへ登録するだけで、スマートフォン、TV、PCの各

端末の画面に適したポータルページが自動生成されます。さらに、映像フォーマットを変換するトランス

コーダと連携することで、１つの映像を受信端末の種類に応じて映像形式や配信帯域を自動変換しま

す。これらにより、サービス提供者のサービス運用にかかる負担を軽減すると共に、利用者への迅速な

コンテンツ公開が可能になります。 

 

3. 異なる端末間でのブックマーク共有等による視聴連携 

スマートフォン、TV、PC の異なる端末間で、ポータルページやブックマークを連携することで TV で

観ていた映像の続きをスマートフォンや PC で再生することなどが可能です。端末間をシームレスに連

携させることで、時間や場所にとらわれずに利用者の用途や生活スタイルに応じたフレキシブルな視聴

スタイルが実現できます。 

http://nw-dtv.jp/
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4. パッケージ適用による導入期間短縮と導入コスト低減 

用途に合わせてサービスに必要な機能をパッケージ化して提供することで、迅速かつ容易な映像配

信システムの構築が可能となり、導入期間の短縮と導入コストの低減が実現できます。 

 

■想定される利用シーン・活用例 

主に下記、業種/業務の用途にご利用いただけます。 

 

・映像配信サービス事業者、クラウドサービス/ASP事業者 

コンシューマ向けVOD(Video On Demand)サービス、ホテルの客室、病室向けコンテンツ配信サー

ビス、学習塾・資格学校などの授業やレッスンの映像配信サービス、ビデオレター配信サービス、など 

 

・ビジネス用途で利用する企業 

職場内での社員教育や作業員教育、幹部講話の映像配信・共有、美術館等の施設/イベントや観光

案内の映像配信、など 

 

■展示会出展予定 

2月28日～29日に東京国際フォーラム(東京・有楽町)で開催される｢Cloud Days Tokyo 2012｣およ

び3月8日～9日にハービスHALL(大阪・梅田)で開催される｢Cloud Days Osaka 2012｣の日立グル

ープブースにおいて、本製品を出展します。 

 

■「Videonet.tv シリーズ」製品の価格及び提供時期 

製品名 価格 提供時期 

スマートフォン対応ソフトウェア製品 

・ Videonet.tv/Portal for SP：視聴用ポータル(スマートフォン用) 

個別見積り 
(*5)(*6) 

2012年3月30日 

テレビ対応ソフトウェア製品 

・ Videonet.tv/Portal for TV：視聴用ポータル(TV用) 

PC対応ソフトウェア製品 

・ Videonet.tv/Portal for PC：視聴/管理者用ポータル(PC用) 

・ Videonet.tv/Client for Windows PC：クライアント(Windows PC用) 

・ Videonet.tv/Simple DRM：DRM(鍵管理)(Windows PC用) 

共通ソフトウェア製品 

・ Videonet.tv/Portal：統合管理ポータル 

・ Videonet.tv/Transcoder：トランスコード 

その他のソフトウェア製品 

・ Videonet.tv/HTTP Server：VOD配信・コンテンツ管理(TV・PC用)(*7) 

・ Videonet.tv/CPC：メタデータ生成・配信(TV・PC用) 

・ Videonet.tv/Creator：コンテンツ制作支援(TV・PC用) 

・ Videonet.CAS/DRM (Marlin(*8) DRM) 

：DRM(鍵管理・ライセンス配信)(TV用)(*9) 

個別見積り 
(*5)(*6) 

提供中 
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*5 導入に際しては、データベースなどのミドルウェアの費用や、サーバなどのハードウェア費用、システム構築費用など別途費用が必要となり

ます。 

*6 映像コンテンツはお客様にてご準備いただく必要があります。 

*7 スマートフォンを使用する場合には、アドビシステムズ社のパッケージの購入が必要になります。 

*8 Marlin：Marlin Developer Communityが技術仕様を策定するデジタルコンテンツの著作権を保護する技術規格 

*9 Marlin製品を購入する場合には、Marlin Trust Management Organization(MTMO)の会員(Adopter)になる必要があります。 

 

■製品に関するホームページ 

マルチスクリーン映像配信ソリューションVideonet.tvシリーズ 

http://www.hitachi.co.jp/products/it/network/vds/ 

 

■商標に関する表示 

・Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標ま

たは商標です。 

・その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標です。 

 

■製品に関するお問い合わせ先 

株式会社日立製作所 情報・通信グループ ネットワークソリューション事業部 

ソリューション本部 [担当：小西、阿相] 

〒212-8567 神奈川県川崎市幸区鹿島田 890(日立システムプラザ新川崎) 

TEL ： 044-549-1430 (直通) 

URL: http://www.hitachi.co.jp/network/contact/ 

 

 

以 上 

  



5 

■主な仕様 

項目 仕様 

対応受信端末 

スマートフォン 
Android端末(OS：Android2.2 以上) 

iPhone/iPad(OS：iOS 5.0以上) 

TV デジタルテレビ情報化研究会仕様準拠デジタルテレビ 

PC 

Windows PC 

(OS：WindowsXP/Vista/7、ブラウザ：Internet Explorer 8、プレーヤー：

Videonet.tv/Client for Windows PC) 

配信プロトコル 

スマートフォン 
Android端末：HDS(HTTP Dynamic Streaming) 

iPhone/iPad：HLS(HTTP Live Streaming) 

TV/PC 
HTTPストリーミング 

(デジタルテレビ情報化研究会仕様) 

配信性能 TV/PC…最大5,000Mbps/サーバ (10Gbpsの NIC使用時の参考値)(*) 

同時接続数 最大1,000セッション/サーバ 

入力映像ファイル 

フォーマット 

TSファイル、MP4ファイル 
・映像符号化…H.264/AVC、MPEG-4 

・音声符号化…MPEG-1レイヤ2、MPEG-2 AAC、MPEG-4 AAC 

・システムレイヤ(コンテナ)…MPEG-2 TS(MPEG-2 Systems)、MP4 

* 配信性能は、サーバやストレージなどの使用するハードウェアのスペックに依存します。 

 

■商標に関する表示 

・Androidは、Google Inc. の登録商標です。 

・iPhone、iPadは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。  

・iOS は、Apple Inc.のOS名称です。 

・Microsoft、Internet Explorer、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国

における登録商標または商標です。 

・その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標です。 

 

以 上 

添付別紙 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 


	スマートフォン、TV、PCに対応したマルチスクリーン映像配信ソリューション「Videonet.tvシリーズ」を販売開始

	「Videonet.tv シリーズ」の特長
	想定される利用シーン・活用例
	展示会出展予定
	「Videonet.tv シリーズ」製品の価格及び提供時期
	製品に関するホームページ
	商標に関する表示
	製品に関するお問い合わせ先
	添付別紙


